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敷地周辺の微小地震分布によると，敷地周辺の地震発生層の上端深さ

 及び下端深さはそれぞれ約4.9km，約11.3kmと考えられる。

D5% 4.3km

D10% 4.9km

D50% 7.3km

D90% 11.3km

D95% 11.8km

累積頻度

微小地震の累積頻度分布

微小地震の震源深さ

KUR

微小地震の震央分布

気象庁一元化震源データ（1997年10月～2007年12月）を用い，敷地を囲む100km 
の範囲内での微小地震（M５以下）のD10及びD90を算定。

地震発生層（２）
敷地周辺で発生した微小地震の震源分布
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JNES（2004）による微小地震に基づく地震発生層

中央構造線断層帯（金剛山地東縁－和泉山脈南縁）

 
周辺の震央分布図及び震源分布の断面図

（地震調査研究推進本部, 2005）

区分：近畿

D10%：8.1km

D90%：14.9km

層厚：6.8km

区分：南海

D10%：7.2km

D90%：15.1km

層厚：7.9km

JNES（2004）による地震域の区分

地震調査研究推進本部による中央構造線断層帯

 
の地震を想定した強震動評価（2005）では，地震発

 
生層の厚さは微小地震の震源深さ分布から11km 
（上端4km，下端15km）と見積もられている。

地震発生層（３）

地震調査研究推進本部による微小地震に基づく

 
地震発生層
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基準地震動Ssの評価

基準地震動Ssは，まず，「応答スペクトルに基づいた地震動評価」

 
を行

 い，次に，敷地への影響が大きいと考えられる地震について「断層モデ

 ルを用いた手法による地震動評価」を実施して評価する。

■応答スペクトルに基づいた地震動評価手法

① 解放基盤における水平及び鉛直方向の地震動評価ができること

② 震源の拡がりを考慮できること

③ 地震観測記録を用いて諸特性（地域特性等）が考慮できること

以上の観点から，Noda et al.(2002)の方法を用い地震動を評価する。

■断層モデルを用いた地震動評価手法

地震動の短周期成分は統計的グリーン関数法，長周期成分は理論的

手法（3次元差分法）により計算するハイブリッド合成法により評価
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応答スペクトルに基づいた地震動評価

検討用地震の応答スペクトル算定に用いる震源の諸元

検討用地震 マグニチュード 等価震源距離

中央構造線断層帯
（傾斜角：80度※２）

8.0※１ 20.4km

中央構造線断層帯
（傾斜角：43度※３）

7.8※１ 16.9km

東南海地震 8.1※４ 140.1km
南海地震 8.4※４ 171.3km

東南海・南海地震 8.5※４ 163.5km
プレート内地震 7.4 70.0km

※１

 

松田(1975) により断層長さから算出

※２

 

大阪府(2007) による断層モデルを参考に，断層の傾斜角を80度とし，金剛断層，五条谷断層，根来断層，磯ノ浦断層の断

 
層長さの和を中央構造線断層帯とする

※３

 

地震調査研究推進本部による断層モデルを参考に，断層の傾斜角を43度とし，金剛断層と五条谷断層は断層面を共有する

 
ため五条谷断層，根来断層，磯ノ浦断層の断層長さを中央構造線断層帯とする

※４

 

地震調査研究推進本部(2001)による評価値
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検討用地震の選定
 

（内陸地殻内地震）

内陸地殻内地震の応答スペクトルの比較

中央構造線断層帯を検討用地震として選定

断層の位置と走向から上町断層帯の地震も検討用地震として選定
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解放基盤表面における地震動の応答スペクトル

中央構造線断層帯（傾斜角43度）の地震が最も大きくなる

応答スペクトルに基づいた地震動評価の結果

基準地震動Ss-1
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傾斜角 アスペリティ 応力降下量

Case1（基本モデル） 80° 敷地近くに大きいアスペリティを配置 レシピ※

Case2 43° 敷地近くに大きいアスペリティを配置 レシピ※

Case3 80° 敷地近くに大きいアスペリティを配置 レシピ※×1.5倍

傾斜角 アスペリティ 応力降下量

Case1（基本モデル） 65° 北側セグメントに大きいアスペリティを配置 レシピ※

Case2 65° 南側セグメント（敷地に近いセグメント）に大きいアスペリティを配置 レシピ※

Case3 65° 北側セグメントに大きいアスペリティを配置 レシピ※×1.5倍

※強震動予測レシピ

上町断層帯

中央構造線断層帯

不確かさを考慮して設定したパラメータ

断層モデルによる地震動評価

震源の不確かさの考え方

破壊開始点 セグメント破壊開始点 アスペリティ
傾斜角
43度 1 5 0 4 0 5 0

N S E W

傾斜角
80度

N S E W

Seg2Seg1
KUR

Seg1 Seg2
KUR

破壊開始点 セグメント破壊開始点 アスペリティ

N S N S N S N S N S

N S N S N S N S N S

Seg1 Seg2 Seg3 Seg4

Seg5Seg1 Seg2 Seg3 Seg4

Seg5

Case1,Case3

Case1,Case3
Case2

Case2

Case2Case1,Case3
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震源パラメータ
 

（中央構造線断層帯）
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震源パラメータ
 

（上町断層帯）
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2層目上面深さ

3層目上面深さ 4層目上面深さ (地震基盤)

Layer Vs Vp ρ

 
Qs

(km/s) (km/s) (t/m3)

1 0.40 1.6 1.7 200
2 0.55 1.8 1.8 275
3 1.00 2.5 2.1 500
4 3.20 5.4 2.7 1000

理論的手法による地震動評価に用いた大阪平野の3次元地下構造モデル

（堀川・他，2003をもとに作成）
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解放基盤表面における地震動の応答スペクトル
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中央構造線断層帯，Case2 
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中央構造線断層帯，Case3

断層モデルによる地震動評価結果

基準地震動

 
Ss-2

基準地震動

 
Ss-3



35

基準地震動Ssの時刻歴波形とその応答スペクトル

応答スペクトル
加速度時刻歴波形
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震源を特定せず策定する地震動
 

–推本の知見–

陸域の震源断層を予め特定しにくい地震の最大マグニチュード

陸域の震源断層を予め特定しにくい地震の最大マグニチュード
（領域ごとの最大マグニチュード）

地震調査研究推進本部

 

確率論的地震動予測地図の説明資料より

敷地は上記の領域13に属し、『震源を予め特定しにくい地震』の想定される地震規模はM6.8
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JNES（2004）による微小地震に基づく地震発生層

地震発生層を飽和した断層面を仮定すると，発生しうる地震の規模はM6.7※

震源を特定せず策定する地震動
 

–地域性の検討–

地震発生層から想定される震源を予め特定しにくい地震の地震規模

※：断層傾斜角を45度と仮定し，入倉・三宅(2001)及び武村(1990)に基づき算定

区分：近畿

D10%：8.1km，D90%：14.9km

D90% － D10%：6.8km

区分：南海

D10%：7.2km，D90%：15.1km

D90% － D10%：7.9km

地震調査研究推進本部による微小地震に基づく地震発生層
地震調査研究推進本部による中央構造線断層帯の地震を想定した強震動評価（2005）

 では，地震発生層の厚さは11kmと見積もられている。

敷地周辺での地震発生層厚を11kmとする

敷地周辺で発生した微小地震に基づく地震発生層
敷地周辺の微小地震分布から，敷地周辺の地震発生層の厚さは6.4kmと考えられる。
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加藤ほか（2004）による震源を
 事前に特定できない地震によ
 る震源近傍の観測記録の水平
 動応答スペクトルを参照

加藤ほか(2004)におけるスペクトル

 
（地盤の違いを考慮)と震源を特定して

 
策定する地震動との比較

中央構造線断層帯による基準
 地 震 動 Ss は 、 こ の 加 藤 ほ か
 (2004)による地震動レベルを有
 意に上回る結果となった。

震源を特定せず策定する地震動

「震源を特定せず策定する地震動」は基準
 地震動Ssの選定に際しては考慮しない
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